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この冊子は１部当たり約 25 円で作成しています（人件費など間接経費は含まれていません）。
また、企業広告による掲載料は、広報伊万里の作成費の貴重な財源となっています。
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真剣な表情でミニドローンを操作する
子どもたち。９月 17 日、Ｐ

ポ ル ト

ＯＲＴＯ
3316 ＩＭＡＲＩで、全国で初めての
開催となる『第１回ドローンサミット』
がありました。救急医療や災害対応、
産業利用といったさまざまな分野での
ドローンの活用例を学ぶ講演などが行
われ、多くの来場者でにぎわいました。



：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索
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一般会計の決算額は、歳入総額（１年間に市へ入っ
てきたお金）262 億 4,081 万円、歳出総額（１年
間に市が使ったお金）257 億 6,792 万円で、差額
４億 7,289 万円（形式収支）は平成 28 年度へ繰
り越しました。ただし、この差額の中には、平成
28 年度に支払う 1,035 万円（翌年度の繰り越し
財源）が含まれていて、これを除く実質収支は４億
6,254 万円の黒字でした。この実質収支から平成
26 年度の実質収支４億 1,321 万円を差し引いた
平成 27 年度の単年度収支は 4,933 万円の黒字と
なりました。なお、平成 27 年度は、平成 26 年度
に比べて歳入が約７億 7,000 万円、歳出が約７億
4,000 万円増加しています。
最近の景気の動向は、緩やかな回復基調にあるもの
の地方においては直接的な効果を実感できない状況
にあり、依然として市の財政状況は厳しい状況が続
くと見込まれます。今後もより一層の行財政改革に
取り組んでいくことが必要です。

グラフ１　一般会計歳入の状況  一般会計の状況
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区　　分 平成27 年度末残高
一般会計 218億5,491万円

公共下水道事業（特別会計） 114億7,461万円

農業集落排水事業（特別会計） 10億1,609万円

水道事業（企業会計） 51億5,399万円

工業用水道事業（企業会計） 134億2,312万円

合　計 529億2,272万円 

　市債残高

区　　　分 平成27 年度末残高

１ 財政調整基金 14億4,444万円

２ 減債基金 5億5,248万円

３ 公共施設整備基金 3億1,745万円

４ 市有林野保全基金 1,717万円

５ 城Ⅱ灌漑揚水維持管理基金 9,064万円

６ 国民健康保険基金 2万円

７ 介護保険基金 7,821万円

８ アマチュア陶芸展振興基金 0万円

9 緑化推進・環境保全基金 26万円

10 教育振興奨励基金 757万円

11 文化振興基金 1,298万円

12 まちづくり基金 3億5,226万円

13 青少年育成基金 1,919万円

14 保健事業推進基金 4万円

15 ふるさと創生人材育成基金 9,615万円

16 福祉基金 4億7,168万円

17 国際交流基金 369万円

18 子育て応援基金 156万円

19 ふるさと応援基金 4億8,512万円

20 国民健康保険財政健全化基金 2億　    5万円

21 広域ごみ処理施設建設に係る
地域振興基金 1億3,797万円

合　計 42億8,893万円

　基金残高

市債残高全体に対する市民１人当たりの借入金（市債）残高は 94 万 4,324 円、
市民１人当たりの預金（基金）残高は 7 万 6,529 円となっています。市債の
発行は償還元金以内に抑え、新たな借金の抑制に努めながら、計画的な返済
と市債残高の縮減を行います。また、基金については、災害や不測の事態に
備えて、計画的に積み立てます。
※市の人口 56,043 人（平成28年9月１日現在、住民基本台帳による）で算出

会 計 区 分 歳　　入 歳　　出 差　　引
国民健康保険 78億1,097万円 87億2,437万円 △ 9億1,340万円

介護保険 59億6,422万円 57億6,597万円 1億9,825万円

立花台地開発事業 1億7,202万円 1,282万円 1億5,920万円

公共下水道事業 19億6,181万円 21億2,947万円 △ 1億6,766万円

農業集落排水事業 1億3,236万円 １億2,788万円 448万円

市営駐車場 3,023万円 884万円 2,139万円

後期高齢者医療 13億4,739万円 13億4,664万円 75万円

『特別会計』は、決められた特定の事業を行う
場合に、特定の収入をもってその事業に充て
るため一般会計とは区別して経理しています。
市には７つの特別会計があります。

会 計 区 分 収　　入 支　　出 差　　引

水道事業
収益的 13億5,570万円 13億1,372万円 4,198万円

資本的 10億　772万円 16億3,963万円 △ 6億3,191万円

工業用
水道事業

収益的 10億2,413万円 11億4,563万円 △ 1億2,150万円

資本的 7億7,285万円 10億8,624万円 △ 3億1,339万円

『企業会計』は、公営企業法に定められた独立
採算を基本とした会計です。市には２つの企業
会計があります。

● 健全化判断比率（４種類の指標）　この指標は、値が小さいほど財政が健全であることを示します。平
成 27 年度決算に基づき算定した各指標は、いずれも早期健全化の基準値を下回りました。

※『ー』は、当該比率が生じていない（黒字である）ことを表しています。
※早期健全化基準を上回ると、歳出削減を行うための財政健全化計画の策定が義務付けられ、財政再生

基準を上回ると、財政再生計画の策定が義務付けられ、地方債の発行が制限される場合があります。
● 資金不足比率　各公営企業における『資金不足比率』については、いずれも資金不足はありませんでした。
※公営企業とは、水道事業、工業用水道事業の企業会計と、立花台地開発事業、公共下水道事業、農業

集落排水事業の特別会計をいいます。

指　標　名 比　率 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率
一般会計を対象とした実質赤字の標準財政規
模に対する比率

ー 12.86％ 20.00％

連結実質赤字比率
すべての会計を対象とした実質赤字（または
資金の不足額）の標準財政規模に対する比率

ー 17.86％ 30.00％

実質公債費比率
一般会計が負担する元利償還金および準元利
償還金の標準財政規模に対する比率

16.3％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率
一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標
準財政規模に対する比率

96.1％ 350.0％

平成 27 年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率について

『基金』は、一般家庭の普通預
金に当たる財政調整基金や借金
の返済に充てる減債基金など、
21 の特定目的基金があります。

各会計ごとの市債残高です。

『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』第３条第１項および第 22 条第１項の規定により、平成 27 年度決算に
おける健全化判断比率および資金不足比率は、次のとおりです。

特別会計の状況

企業会計の状況

※青字の基金については、皆さんの善意を受けなが
ら基金の充実を図りました。
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市の財政状況を、わが家の家計簿として考えてみましょ
う。平成 27 年度一般会計決算の歳入から市税 67 億
2,371 万円と地方交付税などの 67 億 5,224 万円を合
わせた、134 億 7,595 万円を給料 400 万円の家計に置
き換えた『いまり家の家計簿』（左下表）を作成しました。

■収入の約５割は給料

いまり家の家計グラフ（内訳）

平成 27 年度の『いまり家』の収入を見ると、
支出を賄う収入を確保するために、銀行から
の借り入れ（③）や預貯金の取り崩し（⑥）
を行っていることがわかります。
今後の景気動向や国の財政状況などにより、

『いまり家』の給料（①）や実家からの援助（②）
も減少する可能性があります。

生活費（⑧）や医療費・学費（⑨）、ローンの
返済（⑬）、子どもへの仕送り（⑩）などの最
低限必要な経費が多く、自由に使えるお金が多
くないことから、預貯金（⑭）への積立は全体
の５㌫しかないなど、『いまり家』はぜいたく
をできる状況ではないといえます。
今後も医療費など（⑨）が増加していくことが
見込まれますので、現状を維持するためには、
できる限り支出を抑えなければなりません。ま
た、『いまり家』は家の老朽化が進んでおり、
今後、家の増改築（※）（⑫）が必要な部分が多
いことや、不慮の出費に備えるために、借金の
残高を減らしながら、毎年の預貯金をさらに増
やすよう努力していくことが必要です。

（※）『家の増改築』とは、小・中学校の改修や、
ごみ処理施設の建設など公共施設の整備
を示しています。

　収入（歳入）　　　　　　　　　　　　　　　779.0 万円
①給料（諸手当含む）　
　市　税
　地方譲与税
　利子割交付金
　配当割交付金
　株式等譲渡所得割交付金
　地方消費税交付金
　自動車取得税交付金
　地方特例交付金
　地方交付税
　交通安全対策特別交付金

②実家からの援助
　国庫支出金
　県支出金

400.0 万円
199.6 万円

8.9 万円
0.2 万円
0.7 万円
0.5 万円

32.4 万円
1.2 万円
0.7 万円

155.4 万円
0.4 万円

190.8 万円
129.0 万円
61.8 万円

③銀行からの借り入れ
　市　債

④雑収入
　寄

き ふ

附金
　諸収入

⑤家賃収入
　分担金及

およ

び負担金
　使用料及び手数料
　財産収入

⑥預貯金の取り崩し
　繰入金

⑦前年の余り
　繰越金

79.5 万円
79.5 万円

47.9 万円
30.6 万円
17.3 万円

25.1 万円
14.4 万円
10.2 万円
0.5 万円

22.7 万円
22.7 万円

13.0 万円
13.0 万円

■節約と貯蓄

　支出（歳出）　　　　　　　　　　　　　　　764.7 万円
202.5 万円
111.4 万円
91.1 万円

178.8 万円
178.8 万円

94.6 万円
94.6 万円

83.2 万円
83.2 万円

⑧生活費（食費、光熱水費など）
　人件費
　物件費

⑨医療費・学費など
　扶助費

⑩子どもへの仕送り
　繰出金

⑪税金・自治会の会費
　補助費など

⑫家の増改築費
　普通建設事業費

⑬ローンの返済
　公債費

⑭預貯金
　積立金

⑮その他
　維持補修費
　災害復旧費
　投資・出資・貸付金

71.3万円
71.3 万円

65.7万円
65.7 万円

38.6万円
38.6 万円

30.0万円
3.6 万円
2.0 万円

24.4 万円

　
少
子
・
高
齢
化
や
高
度
情

報
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
な
ど
を
背
景
に
、
行
政

に
対
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
が

複
雑
化
、
多
様
化
す
る
中
で
、

自
治
体
に
は
、
限
ら
れ
た
行

政
資
産
を
有
効
に
活
用
し
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
迅
速
か
つ

的
確
に
反
映
で
き
る
体
制
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、『
第
３
次
伊
万
里

市
財
政
基
盤
安
定
化
計
画
』
に

基
づ
き
、
歳
入
の
確
保
や
歳

出
の
抑
制
、
事
業
の
厳
選
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
当
計
画
の

最
終
年
度
と
な
る
平
成
27
年

度
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
な
ど
歳
入
の
増
加
や
、
基

金
の
積
み
増
し
な
ど
一
定
の

成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

いまり家 の
　家計簿 は？

特 集　平成 27 年度決算報告

　
し
か
し
、
国
内
の
経
済
情
勢

は
、
雇
用
・
所
得
環
境
が
改
善

し
、
穏
や
か
な
回
復
基
調
が
続

い
て
い
る
も
の
の
、
地
方
に

お
い
て
は
直
接
的
な
効
果
を

実
感
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、

市
税
の
減
少
を
は
じ
め
と
し

た
市
の
財
政
を
支
え
る
一
般

財
源
の
大
幅
な
増
収
は
期
待

で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
安
定
し
た

行
財
政
運
営
を
継
続
し
、
真
に

必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
新
た
に
策
定

し
た
『
第
４
次
伊
万
里
市
財

政
基
盤
安
定
化
計
画
』
に
基
づ

き
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
財
政
基
盤
安
定
化
の
取
り

組
み
を
継
続
し
な
が
ら
、
新
た

に
創
意
工
夫
を
加
え
、
さ
ら
な

る
強
い
信
念
を
持
っ
て
行
財

政
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

いまり家の支出（左上表）を円グラフで
表すと、このようになります。

⑧生活費（食費・
光熱水費など）
202.5 万円
（26.5％）

⑨医療費・学費など
178.8 万円
（23.4％）

⑬ローンの返済
65.7 万円
（8.6％）

⑩子どもへの仕送り
94.6 万円

（12.4％）

⑫家の増改築費
71.3 万円
（9.3％）

⑮その他
  30.0 万円
（3.9％）

⑭預貯金
38.6 万円
（5.0％）

⑪税金・自治
会の会費

　83.2 万円
  （10.9％）
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：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

● 問合先　企画政策課行財政改革推進室（　 ☎㉓２１２４）

推進方策 計画期間の最終（平成 27 年度）目標 平成 27 年度実績

コスト意識の徹底 時間外勤務時間（年間）を縮減した
割合 前年度比 5.0％縮減 前年度比 1.5％縮減

改革・改善の職場風土
づくり

改革、改善に取り組んでいる職場で
あると思う職員の割合 80.0％以上 65.5％

人材育成の体制強化 職員の対応に満足している市民の
割合 80.0％以上 64.1％

視点１：職員の意識改革

市民のニーズに的確に対応した行政サービスを提供し、市民満足度の向上を図るため、職員の意識改革や職場の改善に
取り組みました。

◆時間外勤務時間の縮減
係ごとに時間外勤務時間の縮減目標を設定したほか、『ノー残業デー』（水・金曜日）、『時差出勤制度』（夜間の会議開
催日などに出勤時間を遅らせる制度）を推進し、縮減に努めました。

【成果指標】職員１人当たりの時間外勤務時間数（年間）
【平成27年度目標】前年度実績の 5.0％縮減 → 【実績】1.5％縮減

◆窓口応対の改善
市役所１階の窓口担当部署において、『さわやか応対推進週間』（年４回）に合わせ、『窓口アンケート調査』を実施し、
意見や要望を踏まえた応対の改善に取り組みました。

【成果指標】窓口アンケート調査で、職員の応対に『満足』または『やや満足』と回答した割合（合計）　

【平成27年度目標】90.0％　→　【実績】96.0％

◆各種研修会の開催
市主催の研修会を開催したほか、外部の研修への参加機会を増やし、職員の能力開発・向上に努めました。

【成果指標】研修会への参加者数（延べ人数）

【平成27年度目標】1,200 人　→　【実績】975 人

行政改革の取り組み実績をお知らせします

具体的な取り組みの例（10 項目中）

市は、『第５次市行政改革大綱』（計画期間：平成 23 年度〜 27 年度）と同実施計画に基づき、『職員意
識と職場風土の変革』を基本理念に、『職員の意識改革』、『成果を重視した行政経営システムの確立』、『健
全な財政運営の確立』の３つの視点から行政改革に取り組んできました。その実績の概要をお知らせし
ます。

１．成果指標の達成状況

２．視点ごとの達成状況

【各視点における推進方策・取組事項・成果指標の内訳】
　視点１：職員の意識改革…推進方策３項目・取組事項 10 項目・成果指標 10 項目
　視点２：成果を重視した行政経営システムの確立…推進方策２項目・取組事項４項目・成果指標４項目
　視点３：健全な財政運営の確立…推進方策４項目・取組事項 29 項目・成果指標 41 項目

55 項目 の成果指標（※）のうち、36 項目 で目標を達成　⇒　達成率：65.5％

（※）第５次市行政改革大綱の３つの視点の下には、個別の『推進方策』を掲げています。さらに実施計画におい
       て、推進方策に対する具体的な取り組みの内容を定めた『取組事項』、達成すべき状態または数値目標であ
       『成果指標』を定めています。
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◆詳しい内容は、市役所１階の市民情報コーナーや各町公民館に備え付けの『第５次市行政改革大綱
実績報告』に記載していますので閲覧してください。また、市ホームページにも掲載しています。

視点３：健全な財政運営の確立

行政評価の客観性を確保するとともに、評価制度の向上を図るため、行政評価委員会による第三者評価を実施しました。
また、経営戦略会議を開催し、必要性や緊急性などを考慮しながら事業の採択について検討しました。

◆市民アンケート調査の実施
市の施策に対する市民の満足度やニーズを把握するため、市民を対象としたアンケート調査を実施し、調査結果を行
政評価の成果指標や第５次市総合計画後期基本計画の策定資料として活用しました。

【成果指標】市民アンケート調査の回収率

【平成27年度目標】40.0％　→　【実績】46.0％

推進方策 計画期間の最終（平成 27 年度）目標 平成 27 年度実績

政策形成プロセスの
再構築

行政評価結果を予算編成に反映させ
た事務事業の割合（政策的事業） 100.0％ 100.0％

最小の経費で最大の効果を上げる行政運営をめざして、市税などの収納率向上による自主財源の確保に取り組みました。
また、職員の適正な配置を行い、職員数の削減に努めました。

推進方策 計画期間の最終（平成 27 年度）目標 平成 27 年度実績

自主財源の確保
市税の収納率（現年度） 98.8％以上 98.9％

自主財源比率 45.5％以上 39.6％

健全な財政基盤の確立
実質公債費比率 22.2％以下 16.3％

経常収支比率 96.6％以下 90.9％

定員管理の適正化 職員数 555 人以下 464 人
（平成 27 年４月１日現在）

アウトソーシング（外
部委託、民営化など）
の導入

導入の要否について方針を決定した
事業数 100.0％ 55.0％

導入方針を決定した事業のうち、ア
ウトソーシングを実施した事業数 100.0％ 0.0％

◆市税の収納率の向上
市税滞納者に対する集中的な電話催告を実施するとともに、差し押さえなどの強制徴収を積極的に実施しました。また、
ファイナンシャルプランナーによる生活再建支援に取り組み、税負担の公平性の確保に努めました。

【成果指標】市税の収納率（現年度）　

【平成27年度目標】98.8％　→　【実績】98.9％

◆立花台地第２期開発地区分譲地の販売促進
広報紙やホームページ、ケーブルテレビを活用し、分譲地の販売促進に努めました。

【成果指標】年間販売区画数　

【平成27年度目標】５区画　→　【実績】８区画

◆定員適正化計画の推進
退職者の不補充や、組織機構の見直しによる部局間の柔軟かつ適正な人員配置に努め、職員数の削減に努めました。

【成果指標】職員削減数（前年比）　

【平成27年度目標】４人　→　【実績】４人

◆学校給食センターの業務委託の検討
全国的な実施状況を参考に、職員体制やコスト面などによるメリット・デメリットを総合的に検討し、調理部門の業
務委託について方針決定しました。

【成果指標】業務委託導入の是非についての方針決定　

【平成 27 年度目標】方針決定　→　【実績】業務委託導入の方針決定

視点２：成果を重視した行政経営システムの確立

具体的な取り組みの例（４項目中）

具体的な取り組みの例（29 項目中）
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①保守点検
　専門知識が必要ですので、県の登録業者に委託してくだ

さい。
②清　掃（年１回以上）
　清掃とは、浄化槽の槽内にたまった汚泥を抜き取ること

で、市の許可業者に委託してください。
▷保守点検（県登録業者）と清掃（市許可業者）を行う事

業所
　株式会社あくあぐりーん（☎㉒４７３８）
　株式会社カンセイ（☎㉒６１３８）
▷保守点検（県登録業者）のみを行う事業所
　エコ・サイエンス株式会社（☎⑳２６７７）
　株式会社翼コンサルタント（☎㉔３０３８）

10 月１日は浄化槽の日です。浄化槽は、生活排水をきれいにしてくれますが、使い方を誤ると水質の汚濁など、
生活環境を悪化させる原因にもなります。正しい使用方法を心がけ、適正な維持管理を行ってください。

● 申込・問合先　下水道課業務係（☎㉓２３９５）浄化槽は定期的に維持管理を

　
伊
万
里
市
交
通
安
全
計
画
は
、

市
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産

を
保
護
し
、
市
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
交
通
社
会
の
実
現
を
図

る
た
め
、
取
り
組
む
べ
き
交
通
安

全
に
関
す
る
施
策
の
大
綱
を
定
め

る
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
９
期
に
渡

る
計
画
を
策
定
し
、
交
通
事
故
の

な
い
社
会
を
め
ざ
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
第
９
次
計
画
の
計
画
期

間
が
平
成
27
年
度
で
終
了
し
た
こ

と
か
ら
、
新
た
に
28
年
度
か
ら
32

年
度
ま
で
の
５
年
間
を
期
間
と
す

る
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

『
第
10
次
伊
万
里
市
交
通
安
全
計
画
』（
案
）
の

策
定
に
つ
い
て

　
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

パブリックコメント案内

◆意見提出をお願いする資料
　『第 10 次伊万里市交通安全計画』（案）
◆意見募集期間
　10 月１日（土）〜 25 日（火）
◆案の公表先・入手先
⑴総務課または情報広報課市民サービス係
⑵各町公民館または市民図書館
⑶市ホームページ  http://www.city.imari.saga.jp/
◆意見の提出方法
　意見は、住所・氏名（または団体名）を明記のうえ、

次のいずれかの方法により提出してください。
①メール　soumu@city.imari.lg.jp
②郵　便　〒 848-8501
　伊万里市立花町1355番地１
　伊万里市役所総務課　あて
③直接提出　案の公表先・入手先⑴または ⑵
④ファックス　㉒７２１３
◆問合先　総務課行政係（　 ☎㉓２１２３）

③法定検査（年１回）
　保守点検や清掃がきちんと行われ、浄化槽が正しく機能

しているか、一般財団法人佐賀県環境科学検査協会（指
定検査機関）の検査を受けてください。

※浄化槽を廃止するときは、届け出が必要です。
　伊万里保健福祉事務所環境保全課（☎㉓２１０３）に確

認してください。
◆日常の使用では次のことを注意してください
▷便器の清掃時は、微生物に影響を与える薬剤を使わない。
▷トイレにトイレットペーパー以外の異物を流さない。
▷台所から野菜くずや油を流さない。
▷浄化槽の電源は切らない。
▷マンホールの上に物を置かず、ふたはきちんと閉じておく。

　
市
で
は
、
伊
万
里
駅
な
ど
の
周

辺
の
景
観
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、

歩
行
者
な
ど
の
安
全
な
通
行
を
確

保
す
る
た
め
、
放
置
自
転
車
の
調

査
お
よ
び
撤
去
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
伊

万
里
駅
駐
輪
場
と
川
東
駅
駐
輪
場

を
調
査
し
、
放
置
さ
れ
て
い
る
可

能
性
が
高
い
自
転
車
を
市
で
一
時

保
管
し
て
い
ま
す
。
心
当
た
り
が

あ
る
人
は
、
保
管
期
日
ま
で
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
連
絡

が
な
い
場
合
は
、
市
で
廃
棄
処
分

し
ま
す
。

●

保
管
期
日
　
10
月
31
日
（
月
）

●

保
管
場
所
　
市
役
所

●

問
合
先

▽
伊
万
里
駅
駐
輪
場

　
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課
商
工

振
興
係
（
　
☎
㉓
２
１
８
４
）

▽
川
東
駅
駐
輪
場

　
ま
ち
づ
く
り
課
公
共
交
通
対
策

係
（
☎
㉓
２
１
１
４
）

放
置
自
転
車
を
一
時
保

管
し
て
い
ま
す

↑市役所で保管している放置
自転車

【これから住宅に浄化槽を設置する皆さんへ】
　市は、公共下水道および農業集落排水の処理区域外に浄化槽を設置しようとする人に補助を行っています。補助金
　申請は先着順です。なお、予算には限りがありますので、事前に受け付け状況などを下水道課に確認してください。
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市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 　

塚
部 

芳
和

　

 

み
な
と
祭
り

　

『
み
な
と
』
と
い
う
響
き
に
は

な
ん
と
な
く
引
か
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

漁
船
や
貨
物
輸
送
船
、
客
船

が
行
き
交
い
、
ヨ
ッ
ト
や
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
が
係
留
さ
れ
る

な
ど
、
港
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
態

と
情
景
が
あ
り
ま
す
。
北
島
三
郎

や
石
原
裕
次
郎
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
港
を
テ
ー
マ
に
し
た

歌
謡
曲
が
数
多
く
あ
り
、
そ
れ

だ
け
港
に
は
日
本
人
の
心
を
支

え
続
け
、
引
き
つ
け
る
魅
力
が

あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

伊
万
里
は
、
江
戸
時
代
に
は
肥

前
一
帯
で
作
ら
れ
た
焼
き
物
が
、

明
治
か
ら
昭
和
半
ば
ご
ろ
に
か

け
て
は
石
炭
な
ど
が
積
み
出
さ

れ
る
物
流
拠
点
と
し
て
隆
盛
を

誇
っ
た
港
町
で
し
た
。

　

現
在
、
伊
万
里
港
に
は
世
界

に
向
け
急
成
長
を
遂
げ
る
国
際

コ
ン
テ
ナ
港
が
黒
川
町
に
あ
る

一
方
で
、
波
多
津
町
に
は
漁
港

も
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
数
多
く
の
漁
港

が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
規
模
な

臨
海
工
業
地
帯
や
ふ
頭
の
整
備

な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
次
第
に

姿
を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。
今

で
は
波
多
津
漁
港
が
市
内
唯
一

の
漁
港
と
な
り
、
タ
イ
、
ハ
マ
チ
、

車
エ
ビ
、
カ
キ
な
ど
の
養
殖
を

中
心
と
し
た
漁
業
が
営
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
波
多
津
町
で
は
、
平
成
７

年
に
漁
港
整
備
事
業
の
竣
工
を

記
念
し
て
地
元
有
志
が
立
ち
上

が
り
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
て

以
来
、
み
な
と
祭
り
が
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
新
鮮
な
魚
介

類
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
、
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
、
櫓ろ

こ漕
ぎ
競
争
な
ど
、

漁
港
な
ら
で
は
の
体
験
型
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
特
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾

る
海
上
花
火
は
見
事
で
、
回
を

重
ね
る
ご
と
に
来
訪
者
が
増
え
、

市
内
唯
一
の
港
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

潮
の
香
り
と
魚
が
焼
け
る
香

ば
し
い
に
お
い
が
会
場
一
帯
に

漂
う
波
多
津
み
な
と
祭
り
は
、
今

年
は
10
月
２
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
さ
あ
、
皆
さ
ん
出

か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
９
月
９
日
、
伊
万
里
・
有
田
消

防
本
部
で
、
救
急
優
良
事
業
所
認

定
証
交
付
式
が
あ
り
、
伊
万
里
・

有
田
地
区
の
４
事
業
所
が
新
た
に

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
設
置
し
、
適
切
な
応
急
手
当
が

で
き
る
こ
と
な
ど
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
た
事
業
所
を
消
防
長
が

認
定
す
る
制
度
で
、
今
回
を
含
め

23
事
業
所
あ
り
ま
す
。

　
人
命
救
助
は
、
消
防
機
関
へ
の

迅
速
な
通
報
や
救
急
隊
が
到
着
す

る
ま
で
の
適
切
な
応
急
処
置
な
ど

の
初
期
対
応
が
重
要
で
す
。
地
域
の

安
全
・
安
心
を
担
う
身
近
な
事
業
所

と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆
今
回
認
定
さ
れ
た
事
業
所

▽
伊
万
里
市
農
業
協
同
組
合
（
立

花
町
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ

有
田
（
有
田
町
）

▽
福
北
興
業
株
式
会
社
フ
ァ
イ
ン

ロ
ッ
キ
ー
（
有
田
町
）

▽
株
式
会
社
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
九
州
事

業
所
（
東
山
代
町
）

地
域
の
安
全
・
安
心
は

地
元
事
業
所
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ

↑新たに認定証の交付を受けた救急優良事業所の皆さん

救
急
優
良
事
業
所
認
定
証
交
付
式

● 期　間
　10 月１日（土）〜 12 月 31 日（土）
● 場　所
　ＡＮＡクラウンプラザホテル福岡
　（福岡市博多区博多駅前３ー３ー３）
● 問合先
　観光課伊万里ブランド係（　 ☎㉓２１１０）

福岡都市圏で
『伊万里フェア』を開催します

福岡市のホテルで『伊万里フェア』を開催し
ます。フェア期間中は、伊万里産食材を中心
としたフェア限定メニューを伊万里焼の器で
楽しめるほか、会場に展示された伊万里焼の
絵皿やつぼなどを鑑賞することができます。

↑フェアで提供される料理のイメージ
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２日（日）
● 伊万里スポーツデイ
▷市民ペタンク大会
　午前８時30分開会　国見台球技場
▷伊万里っ子・キッズスポーツフェ

スティバル　
　午前９時開会　国見台陸上競技場
９日（日）
● 国見台陸上カーニバル
　午前９時開会　国見台陸上競技場
10 日（月・祝）
● 市民バレーボール大会
　午前８時30分開会　国見台体育館
29日（土）、30日（日）、11月3日（木・祝）
● 市長旗争奪伊万里地区

高等学校野球秋季大会
　午前９時開会　国見台野球場
30 日（日）
● 高等学校弓道奨励射会
　午前９時開会　国見台弓道場
11 月３日（木・祝）
● 秘窯の里伊万里ラージボール卓球大会
　午前９時開会　国見台体育館
● 伊万里ベースボールフェスタｉｎ国見台
　午前10時試合開始　国見台野球場
11 月６日（日）
● 会長杯争奪バレーボール秋季大会
　午前９時開会　国見台体育館

10 月の市民スポーツ

２日（日）
● 立花地区町民運動会
　午前８時開会　立花小学校
● 二里町民グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時30分開会　二里小学校
● 東山代町三世代交流グラウンド・
　ゴルフ大会
　午前８時30分開会  東山代運動広場
23 日（日）
● 夢みさきクロスカントリー大会
　午前８時40分開会　

伊万里ファミリーパーク
● 松浦町民グラウンド・ゴルフ大会
　午前９時開会　松浦運動広場
30 日（日）
● 大坪地区町民運動会
　午前８時30分開会　大坪小学校
● 南波多町内一周駅伝大会
　午前８時30分開会　南波多町内
● 二里町民秋のスポーツ大会
　午前８時30分開会　二里小学校
11 月６日（日）
● 黒川町内一周駅伝競走大会
　午前９時開会　黒川町内
● 松浦町健康づくり町内一周駅伝大会
　午後１時30分開会　松浦町内

10 月の町民スポーツ　
８
月
20
日
、
啓
成
中
学
校
で
市

教
育
長
杯
中
学
校
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
市
内
の
６
中
学

校
か
ら
64
人
が
参
加
し
、
ニ
チ
レ

ク
ボ
ー
ル
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
ふ

ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
の
３
種
目
で
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
な
お
、

上
位
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
総
合
の
部

▽
優
　
勝
　
国
見
中
学
校

▽
準
優
勝
　
東
陵
中
学
校

▽
３
　
位
　
青
嶺
中
学
校

◆
種
目
の
部
（
優
勝
の
み
）

▽
ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル  

国
見
中
学
校

▽
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
　  

国
見
中
学
校

▽
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー　

東
陵
中
学
校

↑目標の近くにボールを投げて
競うニチレクボール

↑変形したボールを使用する
ふらばーるバレー

↑塩田ＪＦＣ戦で同点弾となる
シュートを放つＦＣ伊万里ファ

　イターズの犬塚飛
ひりゅう

龍選手（左）

第
22
回
伊
万
里
カ
ッ
プ

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

●

期
　
日  

８
月
13
日
・
14
日

●

場
　
所  

国
見
台
陸
上
競
技
場
、

伊
万
里
湾
大
橋
球
技
場
ほ
か

●

参
加
チ
ー
ム
数
　
36
チ
ー
ム

（
う
ち
市
内
４
チ
ー
ム
）

市
教
育
長
杯
第
９
回
中
学
校

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

す
ぐ
に
コ
ツ
を
つ
か
み
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
体
験

第
38
回
大
麻
旗
争
奪
高
校
生
剣
道
大
会

敬
徳
高
校
が
県
内
外
の
強
豪
を
下
し
悲
願
の
初
優
勝

　
８
月
18
日
・
19
日
に
開
催
さ
れ

た
、『
第
38
回
大
麻
旗
争
奪
高
校

生
剣
道
大
会
』
で
優
勝
し
た
敬
徳

高
校
剣
道
部
が
９
月
２
日
、
塚
部

芳
和
市
長
に
喜
び
を
報
告
し
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
校
な
ど
県
内
外
か
ら
１
２
６

校
が
出
場
。
福
岡
県
や
長
崎
県
、

佐
賀
県
の
強
豪
校
を
次
々
と
撃
破

し
、
悲
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
部
員
た
ち
は
「
次
の
大
会

も
優
勝
し
た
い
」
な
ど
と
今
後
の

抱
負
を
述
べ
、
こ
れ
に
対
し
塚
部

市
長
は
、「
こ
れ
か
ら
も
目
標
を

し
っ
か
り
持
っ
て
練
習
に
励
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

第
34
回
伊
万
里
正
鵠
会

         

弓
道
選
手
権
大
会

●

期
　
日
　
９
月
11
日

●

場
　
所
　
国
見
台
弓
道
場

◆
市
内
選
手
の
主
な
成
績

▽
３
　
位
　
前
田
　
修
都（

黒
川
町
）

↑塚部市長に喜びの報告をした敬徳高校剣道部

◆
市
内
チ
ー
ム
の
主
な
成
績

▽
１
位
グ
ル
ー
プ
・
優
勝

　
大
坪
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

▽
２
位
グ
ル
ー
プ
・
６
位

　
Ｆ
Ｃ
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
ジ
ュ
ニ
ア

▽
３
位
グ
ル
ー
プ
・
１
位

　
Ｆ
Ｃ
伊
万
里
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
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人
は
一
人
一
人
違
う

ー 

性
の
あ
り
方
は
人
の
数
だ
け
あ
る 

ー

　
最
近
、
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
な
ど
で

『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
』
と
い
う
言
葉
を
見
聞

き
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
、
性
的
少
数
者

（
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）
の
総
称
の
一

つ
で
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
（
女
性
同
性

愛
者
）、
ゲ
イ
（
男
性
同
性
愛
者
）、

バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
（
両
性
愛

者
）、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
体

の
性
と
心
の
性
が
一
致
し
な
い
状

態
）
の
頭
文
字
で
す
。

　
日
本
で
は
、
７
・
６
㌫
の
人
が
い

る
と
い
う
調
査
結
果
（
電
通
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
・
ラ
ボ
『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
調

査
２
０
１
５
』）
が
あ
り
、
こ
れ
は

単
純
計
算
で
約
13
人
に
１
人
の
割

合
と
な
り
ま
す
。
血
液
型
が
Ａ
Ｂ
型

の
人
や
左
利
き
の
人
と
同
じ
く
ら

い
の
割
合
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
内
閣
府
の
『
人
権
擁
護
に
関
す

る
世
論
調
査
（
２
０
１
２
年
）』
で

は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
権
問
題
と
し

て
32
・
６
㌫
の
人
が
『
職
場
、
学

校
で
嫌
が
ら
せ
や
い
じ
め
を
受
け

る
こ
と
が
あ
っ
た
』
と
答
え
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
が
気
づ
い
て
い
な
い
だ

け
で
、
真
剣
に
悩
ん
で
い
る
人
が
身

の
回
り
に
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
年
４
月
か
ら
『
伊
万
里
市
男

女
協
働
参
画
を
推
進
す
る
条
例
』

が
施
行
さ
れ
、
基
本
理
念
の
一
つ

に
『
性
別
に
違
和
感
が
あ
る
人
等

へ
の
配
慮
』（
第
３
条
第
６
号
）
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
性
の
あ
り
方
は
人
の
数
だ
け
あ

る
こ
と
を
理
解
し
、
認
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
人
を
分
類
す
る
の

で
は
な
く
「
人
は
一
人
一
人
違
う
」

と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
ょ
う
。

伊
万
里
市
男
女
協
働
参
画
懇
話
会
　
い
ま
り
プ
ラ
ザ

　
　
　

　

腰
岳
を
見
直
す -

腰
岳
の
地
形
と
黒
曜
石-

　
今
回
は
腰
岳
の
地
形
と
黒こ

く

曜よ
う
せ
き石
の
関
係
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

　
左
は
腰
岳
の
地
形
図
で
す
。

標
高
２
０
０
～
４
０
０
㍍
付
近

の
東
側
の
等
高
線
と
西
側
の
等

高
線
を
比
べ
て
み
る
と
、
西
側

の
等
高
線
の
間
隔
が
広
く
な
っ

て
地
形
が
緩
や
か
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ

は
西
側
の
斜
面
が
地
滑
り
を
起

こ
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
腰
岳
で
は
西
側
か
ら
北
側
に

か
け
て
、
黒
曜
石
の
原
石
が
多

く
散
布
し
て
お
り
、
遺
跡
も
集

中
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地

滑
り
に
よ
っ
て
地
中
か
ら
地
表

面
に
出
て
き
た
黒
曜
石
を
古
代

の
人
た
ち
が
使
っ
て
い
た
た
め

と
考
え
ら
れ
、
腰
岳
の
地
形
と

遺
跡
の
新
た
な
関
係
が
解
明
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

●

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
腰
岳
と
黒
曜
石
シ
リ
ー
ズ
⑦

　
８
月
26
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

同
和
問
題
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
８
月
の
同
和
問
題

啓
発
強
調
月
間
の
取
り
組
み
と
し

て
、『
差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
』
を
推
進
し
、
同
和
問
題
を

は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
問

題
に
対
す
る
市
民
の
正
し
い
理
解

と
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
元
小
学
校
教
諭
で
あ

り
社
会
人
落
語
家
の
切せ

っ
さ
て
い

磋
亭
琢た

く
ま磨

２
０
１
６
同
和
問
題
講
演
会

考
え
よ
う 

身
近
な
『
人
権
』

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、『
笑
っ
て
考

え
よ
う 

身
近
な
人
権
』
と
題
し
て

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
切
磋
亭
さ
ん
は
、
身
近
な
人
権

問
題
に
つ
い
て
気
づ
い
て
ほ
し
い

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
、
落
語
を
交
え

て
紹
介
。
歴
史
上
の
人
物
に
男
性

が
多
い
こ
と
や
、
英
単
語
の
語
源

が
男
性
中
心
の
考
え
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、

「
今
世
紀
は
差
別
の
根
を
な
く
す

世
紀
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
諭
時
代
の
経
験
談
と

し
て
、
心
臓
の
病
を
持
つ
児
童
と

↑「誰もがかけがえのない存在
　である」と語る切磋亭さん

そ
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
が
、
学
び

や
遊
び
を
通
し
て
互
い
を
思
い
や

る
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
経
緯
な
ど
を
紹
介
し
、
人
と
人

と
の
関
わ
り
の
中
で
生
ま
れ
る
人

権
意
識
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

↑腰岳の地形図

腰岳

鈴桶（立花）

法華

鈴桶（二里）

平沢良

桂引

小木原

● 遺　跡

□ 原石分布

4
0
0

1
0
0

2
0
0

3
0
0
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↓黒川小学校の児童や黒川町の住民・市の関係者により宣言文が読み上げられました

｢絵本は子どもの心を動かす魔法
である｣ と話す講師の柳田さん 講演会の前に開催されたワークショップ

黒川公民館で、『柳田邦男うちどく講演会』が

ありました。これは、黒川町家読10周年記

念事業として、黒川町家読連絡会が実施した

ものです。講演に先立ち、読書によるまちづ

くりの実現を願い、市全体でうちどくの取り

組みをさらに推進するため、『日本一のうちど

く推進のまち・いまり』を宣言。続く講演で

講師の柳田邦男さんは、「子どもの頃読んだ本

が人生の方針を考えるきっかけになる」と話

し、幼少期の読書の重要性を呼びかけました。

　　　 柳田邦男うちどく講演会日本一のうちどくのまちへ

まちの話題

みんなの広場

9.3

市歴史民俗資料館で伊万里のいきもの展が開催されまし

た。伊万里などに生息している生き物に触れてもらおうと、

動物の標本約150点のほか、市内で採集された淡水魚やカ

ブトムシなど約20種類を展示。訪れた家族連れなどは、職

員の説明を聞いたり、手で感触を確かめたりしながら、珍し

い標本や多くの生き物に興味深そうに見入っていました。

↑展示された標本は、ふだん見ることのない珍しいものばかり

　　　 伊万里のいきもの展いきものの世界はふしぎがいっぱい
↓人気の絵本『おへそのあな』の読み語りを笑顔で行う年中児

　　　 家読フェスティバル in 波多津保育園絵本でつなぐ家族の絆きずな

8.20

波多津保育園で、波多津町家
うちどく

読フェスティバルがありま

した。年中・年長児が、この日のために練習してきた絵本

の読み語りや劇などを披露したあと、保護者が、『なみっ

子文庫』や家読リレーなど園での家読の取り組みを紹介。

講話では、講師の犬塚まゆみさん（元市民図書館長）が、

読書能力の発達段階に合った読書の大切さを訴えました。

7.24-8.31
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↑新幸農園（松浦町）で梨狩りを楽しむ参加者

　　　 日帰り体験バスツアー『畑の中のレストラン』魅力あふれる伊万里を堪能
日帰り体験バスツアー『畑の中のレストラン』が開催さ

れました。この日は、市内と福岡市近郊から 39人が参加。

名村造船所の見学や梨狩り体験、大川内山の散策などを

行いました。昼食では伊万里牛やさくらポーク、有明地

鶏の焼き肉を堪能。参加者たちは観光資源が豊富な伊万

里の魅力に触れて、夏のひとときを楽しんでいました。

このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ
みんなの広場

↓踊りの装束や構成が古来からの原形をとどめているとされる

　　　 『脇野の大念仏』を奉納地域で脈々と継承される伝統

8.21

東山代町脇野の宝
ほうしゃくじ

積寺境内で、地区の夏祭り『万燈の夕べ』

の開催に合わせ、『脇野の大念仏』が奉納されました。こ

れは、脇野地区に古くから伝わる念仏踊りで、県重要無

形民俗文化財に指定されています。屋外での開催は３年ぶ

りとなり、夕暮れ時の幻想的な雰囲気の中で厳かに響く太

鼓や笛の音色を、観客たちは静かに聞き入っていました。

8.20

公益財団法人日本公衆電話会佐賀支部が、『災害時連絡方

法のてびき』1,000 冊を市に寄贈しました。冊子は、大

災害発生時の安否確認に使う災害用伝言ダイヤルや、災

害時につながりやすい公衆電話の使用方法などをわかり

やすく紹介。市では、市民に活用してもらうため、今後

開催する防災講演会や防災訓練などで配布する予定です。

↓古賀恭二総務部長に防災手帳を手渡す番場義昭副支部長（右）

　　　 防災手帳『災害時連絡方法のてびき』贈呈式災害用伝言ダイヤルは『１７１』

8.31
市物産観光振興協議会が、東京スカイツリーで伊万里の物

産や観光資源をPRしました。観光ポスターやパンフレッ

ト、伊万里焼の風鈴を展示したほか、観光客にふるさと応援

寄付金の募集チラシなどを配布。20日の『伊万里の特産品

が当たるモーモちゃんとのじゃんけん大会』では、子ども

から大人まで多くの人が参加して盛り上がっていました。

　　　 東京スカイツリーで伊万里の物産などをＰＲ市の物産・観光をPRしてきたモォ～

↑大盛況だった『いまりんモーモちゃんとのじゃんけん大会』

8.19-25
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男性最高齢者
梅﨑 三代司さん　大川町・100 歳

◆若いころの趣味・特技
　日記をつけること、農業機械の運転
◆今の楽しみ
　デイケアでの体操と食事
◆長生きの秘訣
　さまざまな人と付き合いながら、職

務を全うすること

市内の最高齢者を塚部市長が訪問
９月２日、市内における男・女の最高齢者をそれぞれ塚部芳和市長が訪問し、
長寿を祝って記念品を贈りました。

女性最高齢者
吉村 カツミさん　南波多町・107 歳

◆若いころの趣味・特技
　歌を歌うこと、和裁・洋裁、料理
◆今の楽しみ
　毎日の食事とお風呂に入ること
◆長生きの秘

ひ け つ

訣
　誰に対しても優しく、イライラせず

に毎日を過ごすこと

し
み
じ
み
と 

語か
た

る
こ
と
な
き 

認に
ん

知ち

症
し
ょ
う

の

　
　
　
　
　

 
友と

も

の
寝ね

顔が
お

を 

吾わ
れ

は
見み

つ
む
る

伊
万
里
白
露
短
歌
会

一ひ

と

よ

ト
夜
さ
に 

黄も

み

じ葉
絨

じ
ゅ
う

毯た
ん

な
す
寺じ

苑え
ん

つ
く
し
俳
句
会

馬
渡　

英
子

田
中
三
代
子

　
８
月
24
日
、
市
民
会
館
で
第
45
回

市
老
人
福
祉
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
と
交
流
の
拡
大
を
目
的
に
、

市
と
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
毎

年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
会
員

な
ど
約
１
０
０
０
人
が
参
加
。
大

会
は
、
式
典
と
講
演
、
演
芸
発
表

の
３
部
構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
市
老
連
前
理
事
の

地
原
尚
子
さ
ん
ほ
か
６
人
に
退

任
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、

富
吉
賢
太
郎
さ
ん
（
佐
賀
新
聞
社

専
務
取
締
役
・
編
集
主
幹
）
が
『
こ

の
人
た
ち
か
ら
学
ぶ
こ
と
』
と
題

し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

演
芸
発
表
は
、
特
別
出
演
の
南
波

多
保
育
園
児
に
よ
る
元
気
な
踊
り

で
ス
タ
ー
ト
。
続
い
て
26
の
個
人

や
グ
ル
ー
プ
が
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
歌
や
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

第
45
回 

市
老
人
福
祉
大
会

の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を

会
場
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
、
参
加
者
は
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
な
が
ら
、
交
流
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
玄
関
ホ
ー
ル
で
は
、
会

員
が
制
作
し
た
手
芸
や
書
、
陶
芸

な
ど
の
力
作
が
展
示
さ
れ
、
来
場

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。 ↑一つ一つ丁寧に作られた作品に見入る来場者

↑『
相
撲
甚
句
』
で
詐
欺
電
話
の
ト
ラ
ブ

ル
防
止
を
呼
び
か
け
、
会
場
を
盛
り

上
げ
た
立
花
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
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ぼ
く
は
い
つ
も
ひ
ょ
う
き
ん
な

こ
と
を
し
て
み
ん
な
を
笑
顔
に
し

て
い
る
ん
だ
☆
好
き
な
食
べ
物
は

納
豆
ご
は
ん
と
か
ら
あ
げ
♪
最
近

は
秋
祭
り
の
わ
っ
し
ょ
い
パ
レ
ー

ド
に
向
け
て
バ
ス
ド
ラ
ム
の
練

習
を
と
て
も
頑
張
っ
て
い
る
よ
★

★啓輔・由紀恵さんの長男

★上ノ山

　
い
よ
い
よ
来
年
は
小
学
生
☆
格

好
よ
く
て
優
し
い
１
年
生
に
な
っ

て
ね
♡
お
姉
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

す
て
き
な
笑
顔
を
見
せ
て
ね
♪

藤森 藍
あいすけ

甫さん (　  )６歳
４か月

市は、食のまちづくり宣言を行い、事業者や皆さんと協働で、『食』を生かしたまちづくりに取り組んでいます。
このコーナーでは、市内保育園などで取り組んでいる食育活動を紹介します。

みんなで広げよう『食のまちづくりの輪』

● 問合先　まちづくり課まちづくり推進係（ 　☎㉓２１１４）

食育ワンポイント

かつお節のだし汁作りでは、かつお節を削る作業から行い
ました。「うわぁ〜いい匂いがする」、「いっぱい出てくるね」
などと興奮気味の子どもたち。４つのだし汁の味比べでは、

「こっちがおいしい」、「僕はいりこが好き」など感想もさ
まざまです。そして、このだし汁と６月に作った３か月間
熟成したみそを使って、給食でみそ汁と野菜の煮物、おや
つでそうめん汁を作って食べました。その味のなんとも格
別なこと。子どもたちも大満足でした。今回のクッキング
を通して、添加物が入った既製品では出せない、本物のだ
し汁のおいしさを知ることができました。

秋が旬のさんまを食べよう　季節はもう秋。吹く風も心地よく、過ごしやすい季節です。『食欲の秋』といわ
れますが、秋が旬の食材を代表するものの一つにさんまがあります。さんまを選ぶときのポイントは、身の厚
いものが脂がのっており、目が澄んでいて腹に破れがないものが新鮮です。また、さんまには高血圧予防、動
脈硬化予防などの効果があります。おいしくて体の健康の手助けをしてくれる、秋のさんまを食べませんか。

一から作って素材本来のおいしさを実感

みそやだし汁作りに挑戦
園では、毎月食育・クッキングの日を決め食育
の勉強や、旬の食材を使ったおやつ作りなどを
行っています。６月は、大豆からのみそ作りに
挑戦。９月は、昆布・かつお節・いりこ・しい
たけのだし汁を使って、味比べを楽しみました。

〜 立花保育園 〜

食育活動を紹介

かつお節を削る作業は力を入れて慎重に

おいしい給食に思わず笑顔がこぼれます

大島 弘
ひろつぐ

嗣 さん

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
和
洋
菓
子
の
パ
テ
ィ
シ
エ
で
す

◇
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　
お
客
様
が
笑
顔
に
な
る
よ
う
な

菓
子
作
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す

◇
目
標
（
仕
事
）
は

　
菓
子
と
接
客
で
皆
様
に
幸
せ
を

提
供
し
続
け
る
こ
と
で
す

◇
自
己
Ｐ
Ｒ
を
し
て
く
だ
さ
い

　
有
名
洋
菓
子
店
で
10
年
間
修
行

を
積
ん
で
一
昨
年
伊
万
里
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
四
季
折
々

の
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
ス
イ
ー

ツ
作
り
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す

◇
市
民
へ
一
言

　
11
月
に
は
創
業
70
周
年
祭
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
来
店
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

◆有限会社城月堂
（新天町）

◆ 平成 26 年６月 入社

(30 歳・新天町 )

伊万里の

やんぐ・ウォーカー
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チャンネルチャンネル

お知らせコーナー

　
新
成
人
を
祝
福
す
る
た
め
、
平

成
29
年
伊
万
里
市
成
人
式
を
開
催

し
ま
す
。

●

日
　
時

　
平
成
29
年
１
月
８
日
（
日
）

　
午
後
２
時 

開
式

●

場
　
所
　
市
民
会
館

●

対
　
象
　
平
成
８
年
４
月
２
日

　
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

※
成
人
式
に
は
、
市
外
在
住
の
人

も
参
加
で
き
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

案
内
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。

●

連
絡
・
問
合
先

　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
　
☎
㉓
３
１
８
６
）

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

秋
の
市
民
大
清
掃

10月は『土地月間』 です − 大規模土地取引は届け出を ー

土地利用（現況保有や転売を含む）を目的として一定面積以上
の土地売買などの取り引きをした場合は、届け出が必要です。
● 対象面積　都市計画区域　　 5,000 平方メートル以上
　　　　　　上記以外の区域  10,000 平方メートル以上
● 届出義務者　土地の買い主
● 届出時期　契約締結日を含め２週間以内
● 罰　則　６か月以下の懲役または 100 万円以下の罰金
● 届出・問合先　企画政策課企画係（☎㉓２１２４）
　　　　　　　　県土地対策課（☎０９５２㉕７０３４）

　
10
月
17
日
〜
23
日
の
『
労
使
間

の
ト
ラ
ブ
ル
相
談
重
点
受
付
週

間
』
に
合
わ
せ
て
、
相
談
日
や
相

談
時
間
を
拡
大
・
延
長
し
ま
す
。

●

期
　
間

　
10
月
17
日
（
月
）
〜
23
日
（
日
）

●

受
付
時
間

▽
月
〜
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
来
所
は
午
後
６
時
）

▽
土
・
日
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
来
所

は
午
後
４
時
）

●

受
付
内
容
　
個
別
労
働
関
係
紛

争
（
解
雇
、
賃
金
未
払
い
な
ど
）

の
相
談
・
あ
っ
せ
ん
、
労
働
争

議
の
調
整
な
ど

●

相
談
方
法
　
電
話
ま
た
は
来
所

●

相
談
料
　
無
　
料

●

相
談
・
問
合
先
　
佐
賀
県
労
働

　
委
員
会
事
務
局
（
県
庁
南
別
館
）

（
☎
０
９
５
２
㉕
７
２
４
２
）

●

日
　
時

　
10
月
16
日
（
日
）、
11
月
20
日

（
日
）、
12
月
18
日
（
日
）、
平
成

29
年
１
月
15
日
（
日
）、
２
月
19

日
（
日
）、
３
月
19
日
（
日
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

　
11
月
６
日（
日
）〜
15
日（
火
）は
、

伊
万
里
を
美
し
く
す
る
市
民
運
動

『
市
民
大
清
掃
の
期
間
』
で
す
。

◆
公
共
施
設
の
清
掃
日

●

期
　
日
　
11
月
13
日
（
日
）

◆
さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
松
浦
町
）
へ
の
搬
入

●

受
付
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
11
月
の
日
曜
日
の
開
所
日
は
、

13
日
の
み
で
す
。

●

料
　
金
　
10
㌔
ま
で
ご
と
に
80
円

●

問
合
先
　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル

　
推
進
係
（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

子育ての悩みや相談を受けています。一人
で悩まずにお気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）

就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌
や簡単な製作などを行います。

　日　時　10 月 19 日（水）
　　　　　午前 10 時〜正午
　場　所　伊万里公民館
②お誕生会（要申込）
　10 月生まれの乳幼児とその保護者
　日　時　10 月 26 日（水）
　　　　　午前 10 時 30 分〜正午
　場　所　子育て支援センターぽっぽ
● 申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎㉓５１９７）

お
知
ら
せ

子育て支援センターに
遊びにきませんか

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル

相
談
日
時
の
拡
大
・
延
長

相
続
、労
働
、借
金
な
ど
に

関
す
る
無
料
法
律
相
談
会

平
成
29
年
市
成
人
式

●

場
　
所

　
佐
賀
県
労
働
会
館
（
佐
賀
市
）

●

受
付
内
容

　
相
続
や
労
働
、
借
金
な
ど
に

関
す
る
法
律
問
題

●

担
当
（
弁
護
士
）

　
辻
　
泰
弘
さ
ん

　（
わ
か
く
す
法
律
事
務
所
）

●

相
談
料
　
無
　
料

※
相
談
は
、
予
約
が
必
要
で
す
。

●

予
約
・
問
合
先
　
一
般
社
団
法
人

　
佐
賀
県
労
働
者
福
祉
協
議
会 

ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
さ
が

（
☎
０
１
２
０-

９
３
１-

５
３
６
）

広告
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チャンネル

お知らせコーナー

●

日
　
時
　
10
月
21
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

●

場
　
所
　
鳥
栖
市
民
文
化
会
館
、

　
基
山
町
民
会
館
な
ど
４
か
所

●

内
　
容

　
５
分
科
会
で
そ
れ
ぞ
れ
実
践
報

告
・
発
表
を
行
い
ま
す
。

●

参
加
料
　
１
５
０
０
円

※
資
料
代
を
含
み
ま
す
。

●

問
合
先
　
県
教
育
セ
ン
タ
ー
内

　
佐
賀
県
人
権
・
同
和
教
育
研
究

協
議
会
事
務
局

（
☎
０
９
５
２
　
６
４
３
４
）

　
火
力
発
電
所
を
開
放
し
て
、『
Ｊ–

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
　
輪わ

ン
ダ
フ
ル
ホ
リ

デ
ー
＠
ま
つ
う
ら
２
０
１
６
』
を

開
催
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
10
月
16
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

場
　
所
　
松
浦
火
力
発
電
所

（
長
崎
県
松
浦
市
）

●

内
　
容
　
発
電
所
の
見
学
会
や

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
工
作
教

室
、
ふ
れ
あ
い
移
動
動
物
園
な
ど

●

参
加
料
　
無
　
料

●

問
合
先
　
Ｊ–

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
電
源

開
発
株
式
会
社 

松
浦
火
力
発
電

所
（
☎
０
９
５
６
　
１
２
０
１
）

　
10
月
１
日
の
『
法
の
日
』
に
合
わ

せ
て
、
各
種
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

◆
裁
判
教
室

●

期
日
・
場
所
　
10
月
12
日
（
水
）・

　
佐
賀
地
方
裁
判
所
（
佐
賀
市
）

◆
無
料
調
停
相
談
会

●

期
日
・
場
所
　
10
月
29
日
（
土
）・

　
ア
バ
ン
セ
（
佐
賀
市
）

●

問
合
先
　
佐
賀
地
方
裁
判
所

（
☎
０
９
５
２
　
５
６
０
４
）

●

対
　
象
　
高
齢
者
・
障
害
者
に

対
す
る
地
域
福
祉
活
動
に
理
解

や
興
味
が
あ
る
人

●

日
時
・
場
所

▽
10
月
26
日
（
水
）
午
後
１
時
〜
４
時

　
唐
津
市
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
会
館

り
ふ
れ
（
唐
津
市
）

▽
11
月
28
日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

　
武
雄
市
文
化
会
館
（
武
雄
市
）

●

内
　
容

　
成
年
後
見
制
度
、
権
利
擁
護

の
必
要
性
や
役
割
、
市
民
後
見

人
の
あ
り
方
、
社
会
福
祉
士
が

行
う
成
年
後
見
制
度

●

参
加
料
　
無
料
（
要
申
込
）

●

申
込
・
問
合
先
　
公
益
社
団
法

　
人
佐
賀
県
社
会
福
祉
士
会

（
☎
０
９
５
２
　
５
８
３
３
）

火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）。

県
人
権
・
同
和
教
育

研
究
大
会
（
分
科
会
）

市

文

化

祭

36

● 日　時　10 月 23 日（日）午前９時〜午後４時
※詳細は、後日参加者のみに案内します。
● 対　象　市内在住・在勤、または結婚を機に伊

万里市に住む意思がある 35 歳以上の独身の人
● 参加料　2,500 円

（そば打ち・バーベキュー代、保険料）
● 応募方法　メールまたは電話
● 募集人数　男・女各８人
※応募多数の場合は、抽選
● 募集期限　10 月 13 日（木）
● 応募・問合先　移住・定住・婚活応援課内 市
　婚活応援推進協議会（　 ☎㉓２９５０）
※メールアドレス　deai@city.imari.saga.jp

♥

そば打ち・バーベキュー
で秋を満喫

婚活イベント

10

月

１

日

は

『

法

の

日

』

◆
合
同
芸
能
発
表
会

●

日
　
時
　
11
月
６
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
50
分

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　
箏そ

う

曲
、
長
唄
、
民
謡
、

　
大
正
琴
、
吟
詠
、
日
舞
、
舞
踊
、

器
楽
、
バ
レ
エ
、
ハ
ワ
イ
ア
ン

フ
ラ
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

●

入
場
料
　
３
０
０
円

◆
同
時
開
催
の
展
示
な
ど

▽
色
紙
短
冊
展
（
俳
句
）　

　
11
月
３
日
（
木
・
祝
）
〜

６
日
（
日
）

▽
美
術
展
・
華
道
展
　

　
11
月
４
日
（
金
）
〜
６
日
（
日
）

▽
盆
栽
展
　

　
11
月
５
日
（
土
）・
６
日
（
日
）

▽
茶
　
会
　
11
月
６
日
（
日
）

◆
そ
の
ほ
か
の
展
示
・
発
表

　（
場
所
が
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
る
も
の
）

▽
日
本
舞
踊
公
演

　
10
月
16
日
（
日
）午

後
０
時
30
分

▽
書し
ょ
げ
い藝
展
　

　
11
月
11
日
（
金
）
〜
13
日
（
日
）

▽
寒
蘭
展
　

　
11
月
19
日
（
土
）・
20
日
（
日
）

▽
色
紙
短
冊
展
（
短
歌
）　

　
11
月
21
日
（
月
）
〜

23
日
（
水
・
祝
）

●

問
合
先
　
市
文
化
連
盟
・
橋
口

（
☎
㉓
０
９
３
３
）

権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー

♥
35 歳からの

輪
ン
ダ
フ
ル
ホ
リ
デ
ー

＠

ま

つ

う

ら

62

38

72

広告
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チャンネルチャンネル

お知らせコーナー

●

対
　
象
　

　
市
内
ま
た
は
市
近
郊
に
住
む
人

●

日
　
時

　
10
月
31
日
（
月
）
〜
12
月
19
日

（
月
）
の
月
曜
日
（
全
８
回
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

受
講
料
　
５
０
０
０
円
（
別
途
、

　
材
料
費
２
０
０
０
円
が
必
要
）

●

募
集
人
数
　
20
人
程
度

●

募
集
期
限
　
10
月
21
日
（
金
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

●

応
募
・
問
合
先
　
市
民
セ
ン
タ
ー

　（
　
☎
㉒
３
９
１
１
、㉒４

９
１
１
）

　
佐
賀
県
農
業
公
社
の
『
農
地
中
間

管
理
事
業
』
を
活
用
し
て
、
農
地
の

借
り
入
れ
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、
農

業
公
社
が
所
有
者
か
ら
農
地
を

い
っ
た
ん
借
り
受
け
、
農
家
な

ど
に
貸
し
付
け
る
事
業
で
す
。

●

対
　
象
　
経
営
規
模
の
拡
大
、

　
農
地
の
集
約
・
集
積
化
を
図
る

担
い
手
農
家
な
ど

設置しましょう。住宅用火災警報器（伊万里・有田消防本部予防課 ☎ ㉓２１１８）

FAX

●

募
集
期
間
（
第
３
回
）　

　
10
月
３
日
（
月
）
〜

11
月
４
日
（
金
）

●

応
募
方
法
　
農
業
委
員
会
に
備

　
え
付
け
の
申
出
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
提
出

※
農
地
の
貸
し
付
け
に
関
す
る
相

談
や
申
し
出
も
随
時
受
け
付
け

ま
す
。

●

応
募
・
問
合
先
　
市
農
業
委
員

会
事
務
局
（
　
☎
㉓
２
５
０
２
）

●

日
　
時
　
11
月
９
日
（
水
）

●

場
　
所
　
佐
賀
ク
ラ
シ
ッ
ク
ゴ

　
ル
フ
倶
楽
部

●

参
加
資
格
　
市
民
ま
た
は
市
内

　
事
業
所
勤
務
者

●

参
加
料
　
２
０
０
０
円
（
別
途
、

　
プ
レ
ー
代
が
必
要
）

●

募
集
期
限
　
10
月
31
日
（
月
）

●

応
募
・
問
合
先
　
有
限
会
社
チ
ャ

　
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
内
　
市
ゴ
ル
フ

協
会
事
務
局
（
☎
㉒
５
１
２
３
）

●

日
　
時
　
10
月
11
日
（
火
）

午
後
１
時
15
分
〜
２
時
30
分

●

場
　
所
　

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

内
　
容
　
敬
語
や
あ
い
さ
つ
、

　
電
話
応
対
、
訪
問
マ
ナ
ー
な
ど

ぼ
し
ゅ
う

●

対
　
象
　
45
歳
未
満
の
求
職
者
・

　
在
職
者
・
学
生

●

受
講
料
　
無
　
料

●

募
集
人
数
　
５
人

※
講
座
の
前
後
に
個
別
相
談
あ
り

●

申
込
・
問
合
先
　

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

（
☎
０
９
５
２
㉗
１
８
７
０
）

●

募
集
訓
練
科
・
人
数

▽
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
科
　
15
人

▽
板
金
・
溶
接
施
工
科
　
15
人

▽
電
気
設
備
施
工
科
　
18
人

▽
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
　
30
人

●

期
　
間
　
平
成
29
年
１
月
６
日

（
金
）
〜
６
月
29
日
（
木
）

●

場
　
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

●

受
講
料
　
無
　
料

●

応
募
資
格
　

　
新
た
な
職
業
に
就
こ
う
と
す
る

人
で
、
受
講
意
欲
が
あ
り
、
公

共
職
業
安
定
所
長
か
ら
受
講
指

示
ま
た
は
推
薦
を
受
け
た
人

●

募
集
期
間
　
10
月
31
日
（
月
）
〜

　
11
月
30
日
（
水
）

●

筆
記
試
験
・
面
接
日

　
12
月
７
日
（
水
）

●

応
募
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

問
合
先

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

（
☎
０
９
５
２
㉖
９
５
１
６
）

●

応
募
資
格

　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
ま
た

は
高
等
学
校
を
平
成
29
年
３
月

に
卒
業
見
込
み
の
人

●

募
集
課
程
・
定
員
　

▽
本
科
（
２
年
制
）　
50
人

▽
専
科
（
１
年
制
）　
若
干
人

※
農
産
（
野
菜
・
米
麦
・
花
き
・
果

樹
）
や
畜
産
の
ほ
か
、
６
次
産
業

化
（
生
産
か
ら
加
工
・
販
売
ま
で
）

を
学
び
ま
す
。

●

試
験
場
所

　
佐
賀
県
農
業
大
学
校

●

推
薦
入
試
　

▽
願
書
受
付
　
10
月
11
日
（
火
）
〜

26
日
（
水
）

▽
試
験
日
　
11
月
４
日
（
金
）

●

一
般
入
試
（
一
次
）　

▽
願
書
受
付
　
平
成
29
年
１
月
４

日
（
水
）
〜
18
日
（
水
）

▽
試
験
日
　
２
月
３
日
（
金
）

●

一
般
入
試
（
二
次
）　

▽
願
書
受
付
　
平
成
29
年
２
月
16

日
（
木
）
〜
３
月
８
日
（
水
）

▽
試
験
日
　
３
月
14
日
（
火
）

●

問
合
先

　
佐
賀
県
農
業
大
学
校

（
☎
０
９
５
２
㊺
２
１
４
４
）

し 

け 

ん

農
地
借
り
入
れ
希
望
者

（
農
地
中
間
管
理
事
業
）

カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

『
茶
道
教
室
』
受
講
生

佐

賀

県

農

業

大

学

校

学

生

職
業
訓
練
受
講
生

（
６
か
月
コ
ー
ス
）

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

参

加

者

就
活
マ
ナ
ー
講
座

受

講

生

太陽光と蓄電池が一緒
になったハイブリッド
モデル新登場。202

二里
小学校

ホンダ
さん

トヨタ
さん

至
佐
世
保
↓

至 有田→

↑
至
唐
津

↑
至
唐
津

ワンダーランド
さん

いすゞ
さん

展示場
ココ
展示場
ココ

二里
公民館

土地の有効活用に
いかがですか。

（株）エコライフ・ニブ
清林ホーム

太陽光発電 東芝 蓄電池 お風呂 ウッドデッキテラス 浄水器・水素水
伊万里市二里町大里336-8

二里公民館横
☎（0955）20-4188

夢ハウス 検索LIXIL 0金利リフォームローンキャンペーン!
ゼ ロ

お風呂選びはまず寒くな
い事とお掃除カンタンが
重要です。

人工木材を使用してい
るので雨風による劣化も
なく半永久的に長くもち
ます。

蛇口を開けたらすぐ水素
水が出てくるので便利で
使いやすい。

広告
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チャンネル

お知らせコーナー

広報伊万里への企業広告のお申し込みは、株式会社三光までお願いします（☎㉓５８０８）

● リトルコンサート
　２日（日）午後０時 30 分開演

（☎ 090-3463-0237）
● 2016 ピアノおさらい会
　９日（日）午後２時開演（☎㉒５４４７）

● 池田輝郎 10 周年記念コンサート
　１日（土）午後２時開演（☎㉓１２３５）
● メリーダンススタジオ発表会
　15 日（土）午後０時 30 分開演

（☎ 080-1535-2370）

● 名画上映会【家族で見たい映画の秀作 第
１回】〔図書館ホール〕

　９日（日）午後２時 30 分〜４時 45 分
　『おくりびと』
● 子どもミニ上映会〔のぼりがまのおへや〕
　９日（日）午後２時 30 分〜４時 10 分
　『ムーミン パペット・アニメーション 魔

法の巻』
● ＭＯＡ美術館伊万里市児童作品展

〔展示コーナー〕
　28 日（金）〜 30 日（日）

※催し物はすべて無料です。

● 10 月の休館日
　３日、10 日、24 日、31 日
　11 〜 18 日（特別整理休館）

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

10 月 の 行 事

家庭で
　できる！

今月の省エネと
　　地球温暖化対策

電子レンジを有効に活用しましょう
そろそろ肌寒くなってきて、温かい煮物などがおいしい季節になって
きましたね。煮込み料理にとても重宝するのが電子レンジ。食材を水
に入れ沸騰させて煮る場合と、電子レンジで下ごしらえをして煮る場
合とを比較すると、電子レンジを使ったほうが電気代を差し引いても
省エネになり、二酸化炭素の排出量が削減されます。また、煮崩れも
少ないようなのでおすすめです。

■ 参考 : 省エネルギーセンターのホームページ　http://www.eccj.or.jp/
● 問合先　
　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

市民センター ☎㉒３９１１

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

10 月の市民相談

72

相談窓口名 開設日 開設時間 開設場所 問合先
法律相談
※要予約

第２・４水曜日
（12 日・26 日）

午前10時〜
午後３時

市民相談
コーナー

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※要予約

第１木曜日
（６日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※要予約

第３木曜日
（20 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第１・３火曜日
（４日・18 日）

午前10時〜
正午

消費生活相談 月〜金曜日
※祝日は除く

午前10時〜
午後４時
※正午〜午後

１時を除く

行政相談 第３金曜日
（21 日）

午前９時〜
正午

不動産相談 第２木曜日
（13 日）

午前10時〜
午後３時

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※要予約

第２金曜日
第４日曜日

（14 日・23 日）

午前９時〜
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※要予約 金曜日 午前９時 30 分〜

午後３時 30 分 面接室

唐津年金事
務所
０９５５

５１６１

身障者相談 第４木曜日
（27 日）

午前10時〜
午後３時 面接室 福祉課社会

福祉係
㉓２１５６心の健康相談 月・火・木・金曜日

※祝日は除く
午前９時〜
午後３時 30 分

福祉課社会
福祉係

72

● 女性相談　相談電話番号☎㉒６７６３
▷月・水曜日　午前 ９ 時〜午後４時（面接相談は要予約）

登記や道路、年金、福祉など、国などの役所の仕事についての苦情や意見
などはありませんか。市では、総務大臣が委嘱した行政相談委員による無
料相談（上記の行政相談）を実施しています。行政相談委員は、行政の仕
組み・手続きなどに関する相談を受け、助言や関係行政機関への通知など
を行います。相談は無料で、秘密は厳守します。気軽に相談してください。
● 問合先　情報広報課市民サービス係（☎㉓２１３３）
              総務省佐賀行政評価事務所（☎ ０９５２㉒２６５１）

10 月 17 日〜 23 日は行政相談週間です

一人で悩まず
ご相談ください

伊万里市新天町462-6

　（0955）23-5345
おぶつだんの

うるし工房伊万里

いいものを造り続けて135年
おぶつだんのしらかわは、お客様の真心を適確に受け止め、日本の伝統技術と
白川独自の技術をアレンジし、お客様のイメージを形にするお手伝いを致します。

お申し込み
お問い合わせ

伊万里
医療館

リンガー
ハットまつうら

歯科

洋服の
青山

伊万里迎賓館

メガネ
プラザ
伊万里店

GS

焼肉
ウエスト
西肥タクシー

佐賀ヤンマー
伊万里支店

伊万里ガス

マクドナルド
GS

新田川

国見台
野球場

至
福
島

伊万里バイパス
至唐津

至佐
世保
 国
見道
路

裏駐車場
15台可

白川佛具店

広告

19 2016.10



人のうごき

広報　　　　　 2016-10
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● 印　刷／株式会社三光

ら

か

室

集

編

最優秀賞

『クジラの船』

優 秀 賞

『自然の表札』

フリー部門

８月31日、市役所で『夏休みピノキオ木工芸作品コンクール』の表彰式
がありました。これは、子どもたちに、夏休みを利用して木に親しんで
もらおうと市内の小学生を対象に毎年開催しているもので、テーマ部門
とフリー部門に合わせて76人、76作品が応募。表彰式で塚部芳和市長は、
「子どもらしい発想豊かな作品が多くて驚きました。小さいころに体験し
たもの作りを通して、これからも頑張ってください」と激励しました。

川内 颯
そうすけ

介 さん
( 大川内小２年 )

分藤 隼
は や と

人 さん
( 二里小５年 )

前田 心
こ こ な

菜 さん
( 二里小２年 )

江口 柚
ゆ づ き

月 さん
( 二里小５年 )

『ゆめのような
メリーゴーランド』

３頭の馬の足を作るところが
一番難しかったです。全体的
にモールやリボンなどを使っ
て飾り付けを工夫しました。

木で文字を作るところが難し
かったです。ドングリと木の枝
は、トトロをイメージしてい
ます。早速家に飾りたいです。

『マジック
ツリーハウス』

設計図を作ってから作成しま
した。段ボールでしんを作り、
屋根は一枚ずつボンドやホッ
チキスではり付けました。

滑らかに動かせるように、前
だけでなく、後ろにもタイヤ
を一つ付けています。ヒレも
動くように工夫しました。

第12回 夏休みピノキオ木工芸作品コンクール表彰

木の温もりを感じさせる力作ぞろい

テーマ（のりもの）部門

最優秀賞

優 秀 賞

平成 28 年９月１日現在
● 人口　56,043 人　   （− 28）
　　男　26,912 人　   （−　3）
　　女　29,131 人　   （− 25）
● 世帯　22,960 世帯   （＋ 15）

（　）は前月比

　
家
庭
読
書
、
略
し
て
『
家う

ち
ど
く読
』。
８
月
20
日
、

波
多
津
保
育
園
で
開
催
さ
れ
た
波
多
津
町
家
読

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
園
児

や
保
護
者
を
は
じ
め
、
地
域
の
人
、
関
係
者
な

ど
多
く
の
人
が
参
加
。
園
児
た
ち
は
、
た
く
さ

ん
練
習
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
読
み
聞
か
せ
や
劇

な
ど
を
元
気
に
披
露
し
ま
し
た
。中
で
も
、堂
々

と
し
て
余
裕
と
も
い
え
る
笑
顔
で
の
読
み
聞
か

せ
は
、
年
中
児
（
４
歳
）
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

立
派
な
も
の
。
先
生
の
指
導
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
家
読
に
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
さ

て
、
本
市
は
、
家
読
の
取
り
組
み
を
始
め
て
10

年
目
。
さ
ら
に
家
読
を
推
進
す
る
た
め
、
９
月

３
日
に
開
催
さ
れ
た
黒
川
町
家
読
10
周
年
記
念

大
会
に
併
せ
て
、『
日
本
一
の
う
ち
ど
く
推
進

の
ま
ち
・
い
ま
り
』
を
宣
言
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
契
機
に
、
さ
ら
に
家
読
と
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
広
が
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
。（
令
）
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